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まえがき
星　元紀（研究代表者）

現在、さまざまな局面において「教育」
が深刻な論議をよんでいるが、教育学
的な努力のみでは解決が覚束ないので
はないかと思わせるほどに問題はます
ます広がり、複雑になっている。それゆ
え、問題を解決するためには統合的な
アプローチが求められることは自明で
あり、世界的にそのような努力が始
まっている。
教育に関る問題の解決に向けた努力

は、これまで主に教育学上の興味・関心
からなされてきた。もとより、伝統的な
教育学上のアプローチは極めて重要で
はあるが、そもそも学習、すなわち経験
に基づく行動様式の変更とは、ヒトの
どのような生物学的な営為であるのか
という視点なしに、教育の問題を論ず
ることは困難であろう。このような問
題意識は決して最近になって始まった
ものではないが、２０世紀も末に近く
なるまでは、学習という生物現象を解
析する強力な手段を持つことがなかっ
た。しかし、最近の脳科学、認知科学、情
報科学、分子生物学などの発達は、学習
という営為そのものの解析を急速に可
能にしつつある。
一方、あらゆる生物は４０億年近い

生物の歴史を背負っており、ヒトはヒ
トのみを見ていたのでは理解できない。
ヒトの生物学的理解には進化生物学的
視点や比較生物学的視点を欠くことが

出来ず、学習の理解もその例外ではあ
りえない。
本プロジェクトは、このような認識

に基づき、次のような計画を立てた。ま
ず第一に、進化生物学や比較神経行動
学等の視点から様々な生物系における
学習過程を討議する。第二に、脳科学や
発達認知神経科学の視点から、我々の
脳における学習の生物学的機構に焦点
を当る。そのような理解のうえで、第三
に、情報科学や情報工学を学習及び教
育制度に応用が可能かどうか調査・研
究する。最後に、これらを統合し、新た
なより包括的な教育の概念が確立でき
ないか、さらには生涯を通じたより良
い学習及び教育のための制度の構築方
法を見出せないか検討する。
３年 16 回にわたる研究会での議論

を通じて、目標の第一および第二につ
いては、かなりの成果を得たと思うが、
第三の目標は充分達成できたとはいい
難く、新たなより包括的な教育の概念
の確立や、より良い学習・教育制度の構
築にむけての検討という最終目標は、
残念ながら今後の課題として残ってし
まった。
本研究を終わるにあたり、メンバー

としてご参加くださった方々、ならび
に協力者として貴重な話題をご提供い
ただいた皆様に、改めて心よりお礼申
し上げる次第である。最後になったが、
本研究は国際高等研究所の物心両面に
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わたる全面的なご援助によって始めて
可能になったものである。ここに記し
て感謝の念を表したい。
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あとがき
星　元紀（研究代表者）

教育をめぐるわが国の状況は、本研
究の発足当時よりもさらに混迷を深め
ているように思えてならない。初等中
等教育、高等教育の如何を問わず、雑務
に追われて、肝心の教育に専心する時
間が減っているという教員諸氏の嘆き
の声は途切れることなく続いている。
また、GDP 当たりの高等教育予算は、
相変わらず OECD 加盟国中で最下位
グループである。そのような状況の下
で、学習とはいかなる生物学的な営為
かなどと問うことに、如何ほどの意味
があるのかという声もあろうかと思う。
しかし、脳科学、認知科学、情報科学、分
子生物学などの急展開によって、学習
そのものの解析が可能になってきたこ
の時点において、教育のありようをこ
のレベルから考えなおすことの意味は
小さくないと思う。今回は答えを得る
までにはいたらなかったが、この研究
における出会いが、このような視点に
基づく研究への一歩となれば望外の幸
せである。

研究会で貴重な報告をいただきなが
ら、この報告書に採録できなかったも
のがいくつかあるのは誠に残念である
が、フォローアップ研究が終了してか
らすでに 2 年有余となっており、見切
り発車をせざるを得なかった。それら
の成果は、いずれ何らかの形で公にさ
れるものと確信している。
この報告書の発行が大幅に遅れたの

は、研究代表者の怠慢によるものであ
り、ご迷惑をおかけした国際高等研究
所の金森順次郎前所長、尾池和夫所長
を始めとする関係者各位にお詫び申し
上げねばならない。また、この報告書を
まとめるにあたっては、国際高等研究
所事務局学術情報部の須本隆雄部長な
らびに和田充代、西　由香両氏には大
変お世話になった。その協力と激励な
しには、どのような形であれ報告書を
まとめることは到底出来なかったであ
ろう。心より、感謝する次第である。
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